
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
平
成
一
七
年
一

二
月
、
旧
ソ
連
国
家
保
安
委
員
会
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
の
流

れ
を
く
む
対
外
情
報
庁
（
Ｓ
Ｖ
Ｒ
）
は
世
界
で
最
も

有
効
に
機
能
し
て
い
る
機
関
で
あ
り
、
政
策
決
定
過

程
で
諜
報
活
動
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
大
統
領
が
一
八
年
五
月
に
行
っ
た
年
次
教
書

演
説
で
は
、「
国
の
経
済
発
展
は
主
と
し
て
そ
の
科

学
と
技
術
の
優
位
性
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
残
念
な
が

ら
、
今
日
ロ
シ
ア
工
業
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る

大
半
の
機
械
設
備
は
、
先
進
レ
ベ
ル
か
ら
数
十
年
単

位
で
立
ち
遅
れ
て
い
る
」
な
ど
と
述
べ
て
、
自
国
産

業
の
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、「
国
家
が
国
外

で
の
現
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
獲
得
に
お
い
て
も
助
力

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
な
ど
、

国
家
が
先
端
科
学
技
術
分
野
に
早
急
か
つ
積
極
的
に

関
与
し
て
い
く
必
要
性
を
力
説
し
、
そ
の
導
入
に
熱

意
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
警
視
庁
公
安
部
は
、
一
六
年
四
月

こ
ろ
か
ら
一
七
年
一
〇
月
こ
ろ
に
か
け
て
、
元
日
本

人
会
社
員
が
、
在
日
ロ
シ
ア
通
商
代
表
部
員
の
工
作

を
受
け
、
同
人
が
勤
務
し
て
い
た
先
端
科
学
技
術
企

業
が
所
有
し
、
そ
の
管
理
下
に
あ
っ
た
「
Ｖ
Ｏ
Ａ
素

子
」
を
盗
み
出
し
、
こ
れ
を
ロ
シ
ア
通
商
代
表
部
員

に
提
供
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
、
一
八
年
八
月

一
〇
日
、
両
名
を
窃
盗
罪
で
東
京
地
方
検
察
庁
へ
書

類
送
致
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
一
七
年
一
〇
月
、

在
日
ロ
シ
ア
通
商
代
表
部
員
が
、
元
日
本
人
会
社
員

か
ら
、
元
会
社
員
が
勤
務
し
て
い
た
会
社
の
先
端
科

学
技
術
に
関
す
る
機
密
情
報
等
を
不
正
に
入
手
し
、

同
会
社
員
に
多
額
の
報
酬
を
交
付
し
て
い
た
背
任
事

件
の
検
挙
に
続
く
ロ
シ
ア
に
よ
る
諜
報
事
件
で
す
。

こ
う
し
た
事
例
が
示
す
と
お
り
、
ロ
シ
ア
情
報
機
関

は
、
現
在
も
我
が
国
に
お
い
て
違
法
な
情
報
収
集
活

動
を
継
続
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
警
察
は
、
こ

う
し
た
犯
罪
に
よ
り
、
我
が
国
の
国
益
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後
も
、
違
法
行
為
に
対
し

て
は
厳
正
な
取
締
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

中
国
は
、
一
八
年
三
月
、
一
八
年
度
の
国
防
予
算

が
前
年
比
約
一
四
・
七
％
増
の
二
、八
三
八
億
元
（
約

四
兆
一
、一
〇
〇
億
円
）
に
上
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
元
年
度
以
来
、
一
八
年
連
続
二
け
た
増
と
な

り
ま
す
。

中
国
は
、「
国
防
費
の
財
政
支
出
比
率
は
こ
こ
数

年
七
％
台
を
保
っ
て
お
り
、
中
国
の
国
防
予
算
が
経

済
成
長
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
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１
依
然
と
し
て
情
報
活
動
を

活
発
に
展
開
す
る
ロ
シ
ア

2
軍
事
大
国
・
科
学
立
国
を

目
指
し
情
報
収
集
を
図
る
中
国

在
日
ロ
シ
ア
通
商
代
表
部
員
ら
に
よ
る
窃
盗
事
件
を
報
道
す
る
各
紙

（
八
月
一
〇
日
、
読
売
新
聞
・
東
京
新
聞
・
産
経
新
聞
、
八
月
一
一
日
、

産
経
新
聞
）



し
か
し
、
曹
剛
川
国
防
部
長
は
、
一
七
年
に
軍
の
傘

下
で
開
発
・
打
ち
上
げ
に
成
功
し
た
有
人
宇
宙
船

「
神
舟
六
号
」
な
ど
に
つ
い
て
、「
特
定
の
開
発
費
は

国
防
費
に
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
お
り
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
レ
ー
ダ
ー
な
ど
先
端
科
学
技
術
を

用
い
た
兵
器
の
研
究
開
発
費
は
、
科
学
分
野
等
に
振

り
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
実
際
の
軍
事

費
は
、
公
表
額
の
二
、
三
倍
に
達
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
年
一
〇
月
、
中
国
は
、
今
後
五
年
間
の
宇

宙
開
発
の
国
家
戦
略
を
掲
げ
た
「
二
〇
〇
六
年
中
国

の
宇
宙
」
と
題
す
る
白
書
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の

白
書
で
は
、「
新
世
代
の
運
搬
ロ
ケ
ッ
ト
技
術
開
発
」

及
び
「
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
構
築
」

を
優
先
項
目
に
掲
げ
、
軍
事
転
用
で
き
る
分
野
に
力

を
注
ぐ
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

中
国
は
、
一
八
年
三
月
の
第
一
〇
期
全
国
人
民

代
表
大
会
（
全
人
代
）
第
四
回
会
議
に
お
い
て
、

温お
ん

家か

宝ほ
う

首
相
が
、「
科
学
技
術
の
発
展
加
速
を
よ
り

際
立
っ
た
戦
略
的
地
位
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」、「
国
の
重
要
科
学
技
術
イ
ン
フ
ラ
及
び
幾
つ
か

の
産
業
技
術
研
究
・
開
発
実
験
施
設
を
建
設
す
る
」

と
演
説
し
、
今
年
の
中
央
財
政
の
科
学
技
術
向
け
投

入
額
を
前
年
比
一
九
・
二
％
増
の
七
一
六
億
元
（
約

一
兆
三
七
〇
億
円
）
と
発
表
す
る
な
ど
、
更
な
る
科

学
立
国
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
国
は
、
科
学
立
国
の
実
現
の
た
め
に
は
、
我
が

国
か
ら
の
技
術
移
転
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認

識
を
持
っ
て
お
り
、
先
端
科
学
技
術
の
習
得
の
た
め
、

多
数
の
学
者
、
技
術
者
、
留
学
生
、
代
表
団
等
を
我

が
国
に
派
遣
し
、
多
面
的
か
つ
活
発
な
情
報
収
集
活

動
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
派
遣
者
や
在
日
公
館
員
等

を
介
し
、
我
が
国
の
先
端
科
学
技
術

関
係
者
等
に
対
す
る
幅
広
い
働
き
掛

け
を
強
め
、
我
が
国
か
ら
の
技
術
移

転
等
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
国
の
情
報
収
集
活
動

は
極
め
て
巧
妙
で
あ
り
、
多
数
の
中

国
人
が
、
些
末
で
断
片
的
と
思
わ
れ

る
情
報
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
情
報
収
集
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

認
識
さ
れ
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
関
連
し
て
、
違
法
行
為
が
行
わ

れ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
警
察
と

し
て
は
平
素
か
ら
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

違
法
行
為
に
対
し
て
は
、
厳
正
な
取
締
り
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
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中国の有人宇宙船「神舟六号」の打ち上げ
（時事）

全国人民代表大会（全人代）（共同）

そ
う
ご
う
せ
ん



一
　
最
近
の
国
際
情
勢

一
八
年
二
月
、
第
三
回
ア
ジ
ア
不
拡
散
協
議

（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
‐
Ⅲ
）
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
不
拡
散
体
制
の
強
化
に
向
け
た
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
北
朝
鮮
に
よ
る
大
量
破
壊
兵
器
関
連

物
資
等
の
拡
散
が
、
ア
ジ
ア
地
域
の
み
な
ら
ず
国
際

社
会
全
体
に
対
す
る
脅
威
で
あ
る
こ
と
、
北
朝
鮮
の

核
問
題
の
平
和
的
解
決
を
目
指
す
枠
組
み
で
あ
る
六

者
会
合
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
持
す
る
こ
と
等
に
つ
い

て
、
参
加
各
国
の
意
見
の
一
致
を
み
ま
し
た
。

米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
は
、
同
年
七
月
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
・
サ
ミ
ッ
ト
に
際
し
、
当
地
で
会
談
し
、
テ
ロ
リ

ス
ト
に
よ
る
核
物
質
の
取
得
の
防
止
等
を
内
容
と
す

る
「
核
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
発
表
し
、
各
国
に
参
加

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
両
国
首
脳
は
、
会
談

後
発
表
し
た
共
同
声
明
の
中
で
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
に
対
し
「
深
刻
な
懸
念
」
を
表
明
し
、

ミ
サ
イ
ル
発
射
の
凍
結
と
六
者
会
合
へ
の
復
帰
を
求

め
ま
し
た
。

警
察
は
、
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資
等
の
拡
散
が

国
際
社
会
に
お
け
る
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
情

勢
を
踏
ま
え
、
国
際
的
な
取
組
み
に
も
積
極
的
に
参

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
年
四
月
四
日
か
ら

同
月
六
日
に
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ー
ウ

ィ
ン
で
実
施
さ
れ
た
同
国
主
催
の
大
量
破
壊
兵
器
の

拡
散
に
対
す
る
安
全
保
障
構
想
（P

S
I
：

P
roliferation

Security
Initiative

）
に
よ
る
航
空

阻
止
に
係
る
実
動
訓
練
に
、
我
が
国
の
警
察
職
員
と

し
て
初
め
て
、
警
視
庁
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
捜
査
隊
員
等

が
参
加
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
税
関
職
員
等
と
共

同
し
て
、
航
空
機
内
に
お
け
る
大
量
破
壊
兵
器
関
連

物
資
等
の
検
知
等
を
行
い
ま
し
た
。

二

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
又
は
大
量
破
壊
兵
器
計
画

に
関
連
す
る
資
金
の
移
転
防
止
措
置

一
八
年
九
月
一
九
日
、
我
が
国
は
、
国
際
連
合
安

全
保
障
理
事
会
決
議
第
一
六
九
五
号
及
び
閣
議
了
解

「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
又
は
大
量
破
壊
兵

器
計
画
に
関
連
す
る
資
金
の
移
転
を
防
止

す
る
等
の
措
置
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、

資
金
移
転
防
止
措
置
の
対
象
者
に
指
定
さ

れ
た
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
又
は
大
量
破
壊

兵
器
計
画
に
関
連
す
る
者
（
一
五
団
体
・

一
個
人
）
に
対
し
、
資
金
の
移
転
を
防
止

す
る
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

な
お
、
資
金
移
転
防
止
措
置
の
対
象
者

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
米
国
が
選
定
し

て
い
た
北
朝
鮮
関
連
の
一
二
団
体
・
一
個

人
の
ほ
か
、
警
察
に
よ
る
過
去
の
北
朝
鮮

向
け
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資
等
の
不
正

輸
出
事
件
の
捜
査
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
三
団
体
を
加
え
た
も
の
で
す
。
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3
大
量
破
壊
兵
器
関
連

物
資
等
の
不
正
輸
出

オーストラリア政府主催のＰＳＩ航空阻止訓練


